
「大学コンソーシアム佐賀」共通教養教育科目シラバス 

開講年度 平成２４年度 開講時期 前学期 ・ 後学期 

科目名 人間社会とコミュニケーション 

担当教員（所属） 早瀬 博範（文化教育学部） 

単位数 ２単位 

曜日・校時 水曜 1時限（8：50～10：20） 

曜日・校時 追記（授業形態） ネット授業（インターネット配信による授業） 

講義概要（開講意図・ 

到達目標を含む） 

 

 

本授業は、インターネット上で聴けるネット授業である。従って、受講者は、インターネットで受講可能な環

境が整っていなければならない。 

 本科目は、総合的なコミュニケーション能力の向上につながる基本的な知識や技能を修得するための講義を行

う。基礎理論、言語、非言語コミュニケーション、対人的コミュニケーションから異文化コミュニケーションま

でを包括的に取り扱う。 

 講義は複数名の教員で担当するオムニバス形式の授業である。 

 

 

 

聴講指定  

履修上の注意 インターネット配信による授業なので、受講できる環境を持っていることが必要。学内・学外を問わず、24 時間

受講可能。開講時にその学期のオンラインガイダンスを受講してから、受講を開始する。 

授業計画に従って、それぞれの講義を予定された期間内に受講し、課題となっている小テストまたはレポートを、

オンラインで提出する。未受講のものが全講義の１／３を越えた時点で放棄とみなす。また、小テストまたはレ

ポートの未提出・未解答のものが全講義の１／３を越えた時点で放棄とみなす。 

講義日程については、ネット授業の科目の掲示板を参照。 

授業計画 

 

 

 

 

 

 

 

主な講義内容（担当教員） 

・コミュニケーションの基本（角和博） 

・言語コミュニケーション（田中彰一） 

・対人的コミュニケーション１ 

・対人的コミュニケーション２ 

・コミュニティコミュニケーション（田中豊治） 

・異文化間コミュニケーション１ 

・異文化間コミュニケーション２（早瀬博範） 

・異文化間コミュニケーション３（Z.ミッチェル） 

・異文化間コミュニケーション４（R.ウィリアムソン） 

（異文化間コミュニケーションの中には、英語で行われる講義もある。） 

 

・定期試験（教室で、ペーパーテストをおこなう） 

成績評価の方法と基準 各講義の課題を期限内に提出のこと。受講状況（受講期間厳守）と各講義の課題（提出期限厳守）（70％）、およ

び定期試験（30％）によって評価される。 

教科書 
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名  称  U R L 

   

オフィスアワー 科目の談話室またはネット授業受講者専用のメールアドレスを利用して、質問、相談を受ける。 

その他 ■ 各講義で参考文献が紹介されている。 

■ ネット授業：自宅にパソコンとインターネットがあれば、自宅からでも受講可能。無い場合総合情報基盤

センターでも聴講可能。（講義のない演習室を利用して下さい。）ネット授業の履修方法についてはネット

授業ホームページ（http//netwalkers.pd.saga-u.ac.jp/）を参照。 

■ 学内各施設を利用する場合は、ヘッドホーンを持参すること。 

 


